[image: image1.png]Point



 障がい児の支援におけるニーズ整理のポイント

1 児童の場合、保護者のニーズが中心となることが多い。乳幼児や発語の乏しい児童など本人から聞き出すことが難しい場合と、言葉の表出はあるものの今後や将来のことを見通したニーズを求めることが難しい場合がある。子どもの基本的人権について、特別な保護と援助を必要とする子どもの視点から定められた「子どもの権利条約」を踏まえ、児童本人が気持ちや希望を伝える機会の確保が大切である。相談支援専門員が本人の希望を汲み取り、保護者にとってのニーズと児童本人にとってのニーズであろうことをすり合わせ、本人が活き活きと主体的に生活できるような計画作成が望ましいと思われる。
2 児童の年齢が低いほど、「ことばが増えてほしい」「○○ができるようになってほしい」など個別支援計画と重なるようなニーズが出やすい。そのような能力の獲得によって望まれる今後の生活についても話題にすることが必要である。
3 障がいの受容の程度によるところも大きいが、児童の実際の姿とかけ離れたニーズも聞かれることがある。面接の中で、実際の児童の状態を確認していきながら、保護者と優先順位をつけつつ、今の児童の状態に必要な支援は何かを一緒に考えていくことが望ましい。
4 保護者の状態によって、面接内容について保護者が理解できるよう、内容を具体的にわかりやすく提示することが必要である。また、保護者の育児能力や生活環境を見て家族支援がどの程度必要かを視野に入れて面接を行う。場合によっては家計や住居についてのニーズが出てくることもあり、家族支援の一つではあるが、児童自身のニーズと分けて考えることが計画の目標を決める際必要となる。


面接の中で、保護者の理解が難しく、質問とは違った内容の返答が返ってくることが多く、本児の成長の経過についても記憶が不確かなところ等が目立った。わからないことについて警戒心が強いため、できるだけわかりやすく簡潔に図など視覚的な補助手段を使いながら説明することを行った。ニーズについては、今住んでいる住居の狭さや新しい住居に引っ越したいなどの希望や、家計の苦しさ、生活保護を受けた方がよいか等の相談も含まれ、本児自身のニーズに焦点を向けることが意図的に必要であった。本児の発達の遅れなど気になるところは捉えておられ、どのような支援があれば本人の生活のしやすさにつながるかを面接の中で確認する作業を行うことができた。また、母親自身から「自分が怒らないように、この子を叩かないですむ方法があれば教えてほしい」ということばが聞かれ、母親自身の育児や関わり方の改善がニーズとして上がった。その意欲をサポートすることが虐待防止につながると考えられ、計画の中に織り込む形となった。
今回、本児との話の中で「学校や学童に行きたくない。嫌なところ」という訴えがあり、本児のことばで｢学校や学童に楽しく行けるようになりたい｣というニーズが聞かれた。計画作成において児童から出てくる切実な訴えに対してきちんと耳を傾け、保護者のニーズと合わせて必要な支援が適切に入るよう心がけた。

→　障がい児のアセスメントやニーズ整理については、「大阪府相談支援ハンドブック」Ｐ.35、44～46もご参照ください。
<児と者のニーズ整理における違い>





<本ケースにおけるニーズ整理についての配慮点>
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